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φ地質調査所の近くにイチョウの並木があり,銀杏

が拾えます.先日,友達から貰った銀杏を電子レンジ

で焼いて食べましたが,ヒスイ色の実に秋を感じまし

た.ところで,イチョウの木には雄と雌があるのをご

存じですか.雄の木はほっそりとして枝を上方に伸ば

し,雌の木は枝を横に張ると聞いています.今年は

銀杏の葉の色づきが遅いようで,'山の紅葉も遅いと

報じられていますが,皆さんの所はどうですか.

φ甲信越地質情報展の打ち合わせに台風が来るの

が判っていて,無謀にも車で長野県に出かけました.

もっとも,運転免許を持たない私はいつものことなが

ら荷物と同じ存在でドライバｰ役に命を預け放しで

した.強風に車をあおられながら台風の前面域を突

切って台風をかわしたのですが,高速遠路は土砂崩

れで交通止めのため碓氷1申越えに向かいましたが,

これも交通止め,妙義山の所で二時間の足止めとい

うことになりました.このお陰で初めて見る妙義山の

奇岩からなる異様な山容をじっくりと観察できました.

この山は安山岩から構成されているとのことで,500

万年も経つとこのようになるのかと自然の驚異に驚

かされました.

昭和30年代前半の地質ニュｰスには｢車窓展望｣

という記事があり,列車の旅で見られる風景に簡単

な地質的説明がされています.高速道路沿いの地質

展望の記事があれば交通渋滞も楽しくなるのではな

いかと今回の台風で思いました.もっとも,運転して

いる人はそれどころではないかも知れませんが.

φさて,今月号は東欧諸国の地質と鉱物資源を特集

してお送りします.これらの諸国において資源開発に

ともなう環境問題が顕在化しているとのことです.我

が国においても田中正造の直訴事件で有名な足尾銅

山など,鉱物資源の開発と環境問題の対立がありま

した.この問題の原点は,人類が獲得した地殻中の

少量の有用鉱物を濃集する技術は工業を飛躍的に

発展させましたが,同時に生命体の存続を脅かすほ

どの重金属濃集を地表に導き出したことにあるので

しよう.

命先日,中国に行ってきましたが,山東半島全体が煤

煙で覆われ,石炭のにおいがしていました.明け方の

太陽は光がなく夕日のようでした.どこの国でもそう

であったように,急速な発展を望む中国では環境問

題は後事的なもののようです.生活の利便成果か生

命体の存続かの問題に対して,環境問題と調和した

資源開発をどのように模索して行くかが21世紀の最

大の課題ではないかと思います.

これまで地質屋は資源開発側で精力を注いてきま

したが,この問題に我々がどのように関与するかを皆

で冷静に考えて見ましょう.(有田正史)
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